
 

経済動向調査のまとめ 

令和 3 年度 第２四半期（７月～９月） 

１．兵庫県の景気動向 

（令和 3 年 10 月 27 日発表 産業労働部政策労働局産業政策課による兵庫県の経済・雇用情勢を集約） 

 

 

 

  

 

 

 

 

企業の業況判断は、持ち直しの動きが続いているものの、一部に弱さが残る。 

個人消費は、一部に弱い動きが続いている。 

輸出は、増加している。設備投資は、減少計画にあるものの堅調である。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～県内景気の現状についての日本銀行神戸支店のコメント～ 

 

 

生産は、横ばいとなっている。 

 

有効求人倍率は、前月を下回った。賃金は弱い動きとなっている。 

 

倒産件数は、前年を上回った。 

 

 



２．地域における景気動向 

但陽信用金庫 景気動向調査レポートより（2021 年 7～9 月期） 

 

※ D.I. (Diffusion Index)とは 「良い」「増加」「上昇」「過剰」「楽」と回答した 

企業の占める 割合と、「悪い」「減少」「下降」「不足」「苦しい」と回答した 

企業の割合との差により、景気の方向を判断する指数です。 

 

 

 

 

 

 



 

（回答企業 439 社) (回答率 99.32%) 

 

 



 

 

 


